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１．はじめに

ウニは近年，コンブやアラメなどの藻場を食

い荒らし，これらの海藻が消滅してしまう磯焼

けを生み出すとして駆除対象種となっている。

特に東日本大震災による津波により被害を受け

た三陸沿岸の藻場では，生き残ったウニによる

食害で更なる被害が報告されている。(吾妻ら，

2018）そのため，宮城県においてもウニの駆除

事業がスタートしている。

駆除の対象となる海藻が少ない海域のウニ

は，身入りが悪く，商品価値がほぼない。その

ため，駆除されたウニはお金をかけて廃棄する

か，海底にて割ることで駆除する手法がとられ

ている。ウニは高級食材として知られているこ

ともあり，単に駆除するのではなく，身入りの

悪いウニの有効活用が全国的に大きな課題と

なっており，短期間の畜養により身入りを良く

する方法の研究が各地で行われている。

ウニは雑食性であり，魚肉から陸上植物まで

何でも摂餌する能力がある。そのため，この能

力を活かし，安価な餌の開発が進められてい

る。キャベツウニが最も知名度が高いと思われ

るが，トマトやタケノコ，ハクサイなど各県で

様々な餌料の開発が行われている。しかし，こ

れらの餌は残渣を用いるものも多く，入手可能

な期間や量が限られるという課題がある。そこ

で，宮城大学と九州大学とで新たな餌料の開発

に取り組んできた。その一つがマメ科陸上植物

（シロツメクサ：以下，クローバーとする）で

ある。

２．クローバーウニの誕生

ウニ以外にも水棲生物の中で陸上植物を餌と

できる種は存在する。私はウニの研究を始める

前にヤマトシジミの餌料の研究をしていた（片

山ら，2013；2016）。ヤマトシジミとはお味噌

汁で良く見かける二枚貝である。このヤマトシ

ジミは海水と淡水が混じり合う汽水域を生息域

としており，河川河口や湖に生息する種であ

る。この種がセルロースを持つ陸上植物を餌と

して利用しているか否かを明らかにする研究を

していた。ヤマトシジミだけでなく，様々な二

枚貝に陸上植物を与え，餌として消化，吸収し

ているのか飼育実験をした経験があった。その

中で，落ち葉など窒素の含有量が少ない陸上植

物では成長しないが，窒素源を多く含む陸上植

物は餌として有用である可能性が高いことがわ

かってきていた。その時，ウニの研究をしてい

た九州大学の栗田准教授とウニの安価な新規餌

料は何かないかという話となった。ヤマトシジ

ミの研究成果から，窒素含有量が高いマメ科植

物はどうか，また栽培が容易なクローバーが良

いのではないかとなり，研究がスタートした。

クローバーは，雑草というイメージがあるよ

うに栽培が容易である。加えて，マメ科植物で

あるため，タンパク質含有量が高い。ウニの

生殖巣の発達においてもタンパク質含有量が

高い餌は有効であることはいわれていた

（Lawrenceetal．，1997）。今までの研究経験

に加え，既往の研究からもクローバーはウニの

餌として有効な可能性が高いことから，エゾバ

フンウニやキタムラサキウニを対象として，ク

ローバー給餌によるウニの畜養試験を行った。

ウニにクローバーを与えたところ，積極的な摂

餌行動が確認され，本格的な試験を行うことと

なった。その際に，イネ科植物やヨモギなども

与えたが，これらの植物に対して積極的な摂餌

行動は示さなかった。

３．クローバーウニの特徴と事業化へ

ウニにクローバーを与えることで，身入りを

良くするだけではない良い効果があることがわ

かった。身入りの程度や甘味や苦味などの指標

となる遊離アミノ酸の含有量の結果は，乾燥コ

ンブを給餌したウニとクローバーを給餌したウ

ニとの間で有意な差がなかった。故に，乾燥コ

ンブの代替餌料としてクローバーが有用である

ことが示された。加えて，身色が良くなること

がわかった。ウニは身の色も商品の価格を左右

する一つの要素である。乾燥コンブなどでは身

の色が白くなるが，クローバーでは赤味や黄色

味が強くなることが示された。さらに，陸上植

物に多く含まれているn-3系不飽和脂肪酸の

α-リノレン酸が，乾燥コンブを与えたウニよ

クローバーとウニの養殖について
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りもクローバーを与えたウニに多く含まれるこ

とがわかり，クローバーを餌料として畜養する

ことで健康機能に優れたウニの生産が可能とな

ることが示された（図１，２）。以上の結果より

マメ科陸上植物，特にクローバーを餌料として

ウニに与えることで，身入りを高めるだけでは

なく，身色や機能性を付加させることがわかっ

た。本研究により得られた知見は今後の商品化

に向けて重要な成果であり，特許出願に至った

（2019年特許申請）。

現在は，実用化に向けて陸上養殖技術の開発

を目的とし，マメ科陸上植物の入手，栽培方法

の検討，閉鎖循環型での養殖技術の検討を行っ

ている。ウニの旬は夏である。ウニの可食部は

生殖巣であり，放卵放精が始まる前までが旬と

なる。そのため，日本では冬季のウニの漁獲が

ほぼないこと，さらに年末年始でウニの需要が

高まることから，ウニの価格は上昇する。畜養

には餌代や人件費などコストがかかるため，ウ

ニの価格が高い冬季でのウニの出荷が事業化に

求められる。そのため，陸上養殖技術の開発，

特に冬季出荷可能な養殖方法の開発が今後，重

要となってくる。冬季集荷を目指し，クロー

バーを餌料として11月に生殖巣指数が１％程度

であったウニを，２カ月間畜養することで７％

まで増加させることに成功している（図３）。

まだまだ研究段階ではあるが，冬季においても

出荷可能なレベルまでウニの身入りを改善でき

ることが確かめられてきた。クローバーウニの

事業化に向けて，さらに研究を続けていく。
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図２．餌料の各脂肪酸組成

図１．各試験区のウニの生殖巣の各脂肪酸組成

図３．冬季におけるウニの身入りの変化
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2011年３月11日の震災の時，私は，鳴子温泉

にある東北大学川渡フィールドセンターにお

り，学生や職員ら20名ほどと一緒に，停電の中，

避難生活を開始することになった。夕食近くに

「今からご飯を炊こう」と言うと，学生が「電

気がないのに，どうやってごはん炊くんです

か？」とぼやいた。それを聞いて，今の大学生

は，すでに「火」を知らないことを実感した。

私の専門が，生ごみや糞尿などの有機性廃棄物

を嫌気性微生物によって発酵して再生可能エネ

ルギーのバイオガスをつくることだったので，

次世代の人たちに，身近なごみでつくるバイオ

ガスについて，作り方や使い方を伝えたいと

思った。

震災翌年の夏，地元石川県で，子供たちに牛

糞からエネルギーを作って，お湯をわかす体験

学習の講座を行った。2013年は宮城県仙台市の

小学校で講座を開催させてもらった。その年の

９月，東京にオリンピック・パラリンピックが

くることが決まった。その頃，私は環境省の研

究プロジェクトで，旅館からの食べ残しごみで

バイオガスを作り，そのガスでガス灯を点灯す

る研究を鳴子温泉で実施していた。2013年12

月，施設見学者がガス灯に火がついた瞬間，

「わぁー！」と喜びの声をあげた。その声に，

地球や自然にやさしいバイオガスをオリンピッ

クの聖火にしたいとの思いを強くした。そし

て，2014年２月にブログを始め，「2020東京オ

リパラの聖火をバイオガスで燃やそう！」とい

うことで震災復興プロジェクトに位置づけて活

動し始めた。

東京にオリンピックが来ることに，震災と原

発事故で避難生活を送る人々は憤っていた。な

ぜ復興が終わっていないのに，大きなイベント

を呼んでくるのだ！と。私も同じ想いだった。

しかし，だからこそ，ひとりひとりが，生ごみ

からつくる再生可能エネルギーのバイオガスを

作り，聖火として見せることで，新しいエネル

ギー社会をアピールできるのでないか？ 新し

い目標に向かって，人々が行動することで，震

災から沈んだ悲しみの心から立ち直っていける

のではないか？ そういう考えがあった。

まずは，オリンピック組織委員会準備室や関

係しそうな人物などへ提案文書を送り，スポン

サー企業や関連企業にお願いと情報収集の行脚

に回った。旧国立競技場にあった前回オリン

ピックの旧聖火台も見せてもらった。

出前授業はバイオガスでオリンピックの聖火

を燃やしたいという夢に，広がりをみせた。

2016年３月に，石巻の人々のご理解とご協力

を得て，石巻市の運動公園に移築されていた旧

聖火台にもバイオガスで火を燃やすことができ

た。

2016年10月には，全国15箇所で出前授業を開

催し，子供たちのつくったバイオガスが約200L

集まり，有線のトーチも点灯させた。2017年に

キックオフ集会を東京で開催し，そこで出会っ

た品川区の小学校元教員の先生らのご協力を得

て，東京での出前授業も開始し，活動が広がっ

た。出前授業でいろんな子供たちや大人の方々

に出会うことができた。参加者が実験を楽しん

でくれ，生ごみがエネルギーになることを実感

し，聖火への夢を同じように持ってくれたこと

に元気をもらった。

しかし，そのころには，ほぼ水素での聖火と

いう話が持ち上がっていた。スポンサー企業の

担当者とも何度か話し合いを持っていただいた

が，バイオガスを水素に変換して東京へ運ぶこ

とを断念し，事実上，バイオメタンの聖火実現

は終わったかと思えた。その直後，県のオリパ

ラ担当者と，石巻の活動でお世話になった人と

会うことになった。そして，宮城県のパラ聖火

集火式で，バイオメタンを採用したい，そして，

宮城県各地で出前授業を開催し，こどもたちの

炎をつけたいと言ってもらえた。しかし，ほん

とうに採用されるのか，ずっと不安を抱えてい

バイオガスでともったパラリンピックの聖火について
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た。結局，2019年11月22日の河北新報で採用の

記事が出たことで，「ほんとうにできるんだ！」

と涙が溢れた。

長い活動で苦しさもあったけど，この活動に

理解を示してくださって，「みんなの炎」を燃や

せるチャンスをいただけたことは大変ありがた

かったし，ここまでくるまで，ほんとうに多く

の方々のご協力があったからこその成果だと感

謝の気持ちでいっぱいだった。

その後，新型コロナのパンデミックとなり，

2020年東京オリパラは延期となった。出前授業

にも行きにくくなったが，オンラインを活用し

ながら，いくつかの場所で授業を実施できた。

2021年５月から，宮城県パラ聖火づくりとして

の出前授業を，県内の学校や障害者施設の６箇

所で開催し，福島や東京，熊本からもバイオガ

スの提供があり，本番を迎えた。つくったバイ

オガスはおよそ2,000Lでバイオメタンにして

1,100Lの袋ができた。

集火式本番。子供達が持ち寄った９つの市町

からの火種で，手作りの縄文土器のパラ聖火皿

の炎が燃え上がったとき，なんともいえない喜

びと温かい気持ちで包まれた。こどもたちの

夢，これまで関わってくださった人々の「想い

の炎」に見えた。その想いが炎の形になったこ

とで，会場全体に温かい雰囲気が生まれたよう

に感じた。

これからも，出前授業は細細とでも続けたい

と考えている。再生可能エネルギーの中でも，

生ごみの資源循環は，日本国内では十分に普及

していない。その普及のためにも，出前授業は

続けたいと思っている。また，2020年２月に

「生ごみからエネルギーをつくろう！」という

絵本も出版した。できれば，この絵本をいろん

な国の言語に翻訳し，他国の子供たちにも読ん

でもらえるものにしたいと考えている。

東日本大震災から10年，世の中もずいぶん変

わったように感じる。だけど，人々への思いや

りや，未来を次世代に繋げるといった大事なこ

とは変わらないと感じる。今回のバイオメタン

のパラ聖火は，単に再生可能エネルギーの炎と

いうだけでなく，人々の未来を思う「想い」を

炎にできたことが一番よかったように感じてい

る。

最後に，このイベント実現に，ご協力いただ

いた多くの子供たちや大人の皆さんに心より感

謝の気持ちを込めて。ありがとうございまし

た。

2021年出前授業の様子

バイオメタンの炎が，リオパララグビー
銅メダリストの庄子さんの持つトーチに

東松島ジュニアリーダーと最後に記念撮影
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宮城県におけるまひ性貝毒の検出状況および対応について
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１．宮城県の貝毒対策

宮城県沿岸では，春期にまひ性貝毒，初夏に

下痢性貝毒が発生し，二枚貝類等の生産に影響

を及ぼしている。いずれも有毒プランクトン

（まひ性貝毒はAlexandrium属，下痢性貝毒

はDinophysisfortii）を二枚貝類等が節食する

ことで毒成分を蓄積し，毒化した二枚貝類等を

人間が食べると食中毒を引き起こす可能性があ

る。

宮城県では，宮城県漁業協同組合と協力し

て，国の通知に基づき定期的な貝毒検査を実施

し，検査の結果が国の規制値（まひ性：４MU/g，

下痢性：0.16mgOA等量/kg）を超えた場合に

は関係機関に出荷自主規制措置を要請し，毒化

した水産物が市場に流通しないよう対策を行っ

ている。出荷自主規制後は毎週検査を行い，３

週連続で規制値を下回った場合に解除すること

としている。

また，宮城県ではより安全性を高めるため，

出荷自主規制の他に業界の独自ルールとしてイ

エローライン（要観察時期 まひ性：３MU/g

を超えて４MU/g以下，下痢性：0.09mgOA等

量/kgを超えて0.16mgOA等量/kg以下）を定

め，これを上回った場合は出荷を自粛すること

としている。

宮城県沿岸で生産される二枚貝等の種類は多

岐に亘り，生産状況も地域，種目ごとに異なっ

ている。このため，カキおよびアサリは13海

域，ホタテガイおよびホヤは８海域，アカガイ

は５海域，ウバガイは４海域，その他の二枚貝

等（ムラサキイガイ，コタマガイ，ヤマトシジ

ミ，トゲクリガニ）は３海域の貝毒監視海域区

分を設定している（図１，２）。

また，原因プランクトンの出現動向を把握す

るため，宮城県水産技術総合センターでは原因

プランクトンのモニタリングを行い，生産者に

情報提供しており，出荷計画に反映されている。

＊宮城県水産林政部 水産業基盤整備課

図１ 宮城県の貝毒監視区分（アカガイを除く）
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２．まひ性貝毒の検出状況

比較的早期に毒化しやすいため，指標として

継続してモニタリングを行っているムラサキイ

ガイの年毎の毒化日数を図３に示した。東日本

大震災前，県の北中部海域では1990年以降，ま

ひ性貝毒はわずかに検出されていたが，規制値

を超えることはほぼなかった１）－３）。一方，南部

海域の仙台湾では1993年以降，毎年のように規

制値を超えるまひ性貝毒が発生していた１）－３）。

東日本大震災後，2013年に北部海域の気仙沼

湾で24年ぶりに出荷自主規制値を超えるまひ性

貝毒が発生し４）５），これ以降ほぼ毎年発生する

ようになった２）３）。仙台湾では，震災前と同様

に毎年規制値を超えるまひ性貝毒が発生してい

る２）３）。両湾では震災後，原因プランクトンの

シストが高密度に分布していることが明らかに

なっており，これは，東日本大震災で底土が巻

き上げられ，深層に存在していたシストが表層

周辺に集積したためと考えられている６）７）。

その後，気仙沼湾と仙台湾で規制値を超える

状況が続いたが，2018年にはこれまで発生のな

かった気仙沼湾以外の北中部海域でも広域に規

制値を超えるまひ性貝毒が発生した３）８）。例

年，宮城県沖では貝毒が発生する春期は親潮が

南下し，水温が低下する事が多いが，この年は

暖水塊の影響で北向きの流れとなり，水温も高

く，原因プランクトンの増殖適水温となったた

め，仙台湾から北中部海域に流入し，増殖した

と推察されている８）。2015年と2018年に行われ

た原因プランクトンのシスト調査の結果，2015

年は気仙沼湾と仙台湾のみで高密度に分布した

シストが2018年には県全域に広がっているのが

確認され，今後も貝毒が発生する可能性があ

る。また，2020年には北中部において，宮城県

では初めてマボヤで規制値を超える毒化が確認

された９）。

３．震災以降の対応

以上のように，震災後，宮城県ではいずれの

海域でもまひ性貝毒による毒化が確認されるよ

うになり，安全な二枚貝類等を市場に供給する

ため，貝毒検査回数を大幅に拡充して対応して

いる。原因プランクトンの調査についても，調

査海域や定点を増やして対応した他，シストの

分布調査を行い，各海域における貝毒発生のリ

スク評価を行った。

また，ホタテガイ，マボヤ，アカガイについ

て海域区分の見直しを行い，細分化して監視体

制の強化を図ると共に一部海域で出荷できない

場合でも，他の安全な海域では出荷が可能とな

るよう区分した。

ホタテガイについては，中腸腺から規制値を

超える貝毒が検出されても，貝柱から検出され

なければ，関係機関から指定や認定を受けた施

設で加工を行うことを条件に出荷が可能となっ

ている。

今後も県と県漁協が一体となり，二枚貝類等

の食品としての安全を担保すると共に，養殖生

産の安定化を図っていきたい。
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図２ 宮城県の貝毒監視区分（アカガイ）

図３ 宮城県におけるムラサキイガイの
出荷自主規制日数の推移
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第57回宮城県公衆衛生学会学術総会を令和３

年９月10日にオンラインで開催いたしました。

特別シンポジウムでは，司会の目時弘仁先生

と小坂健先生のコーディネートの下，「最新の

新型コロナの現状と対策」をテーマに３人の先

生方の講演が行われ，県内外合わせ130名以上

の方にご聴講いただきました。当学会２回目と

なるオンラインでの学会実施であり至らない点

もございましたが，多くの方にご参加いただけ

たことは，新型コロナウイルス流行後の新しい

学会様式の一例になったかと思います。

本稿では，各シンポジストのプレゼン資料を

もとに講演内容を紹介いたします。

〇シンポジウム

１）Covid-19について何に気を付ければよいか

西村秀一先生：国立仙台医療センターウイ

ルスセンター長・臨床検査

科長兼ウイルス疾患研究室

室長

新型コロナウイルスが流行し，我々は正しい

知識を学び続け，論理的に適切な対策を考えて

いかなくてはならない。

昨今，メディアの中で多くの○○感染という

感染経路が伝えられるが，新型コロナウイルス

の感染経路はエアロゾル感染である。エアロゾ

ル感染は空気媒介感染（空気感染）の１つで，

エアロゾルの中に空中浮遊粒子と空気があり，

この空中浮遊粒子の中に飛沫，飛沫核が含まれ

る。これまで５μmを境に飛沫（重力落下する

もの）と飛沫核（空中浮遊粒子）に二分されて

いたが，現在では空気の流れの強さによって分

けられる。エアロゾルとは，気道の内側に付着

する粘液（ウイルスを含むこともある）が気流

によってはがされて生じるものである。こうし

たエアロゾルを発生させるものとして気管挿管

や高流量鼻腔内酸素，非侵襲的人工呼吸などの

エアロゾル発生手技が危惧されているが，実際

のところ，こうした手技によるエアロゾルの放

出量は少なく，そのエアロゾル濃度は呼吸や会

話と変わらないことが判明した。

また，感染対策の実情として，日本ではマス

ク着用などと共に接触感染に対する注意喚起が

広く行われているが，こうした対策には学術的

な裏付けはほとんどなく，イメージが先行して

行われているものがほとんどだ。実際に，海外

で行われたドアノブ等のウイルス量を調べた研

究では，食料品店のドア等に触れて接触感染を

起こす可能性は100万回に１回程度であり，極

めて低い事が報告されている。

エアロゾル感染の防止策としては，空気・空

中浮遊粒子のコントロールとエアロゾルを吸う

側のコントロールを行えばよい。空気・空中浮

遊粒子のコントロールとしては主に，換気・空

気清浄・気流調整が挙げられる。エアロゾルを

吸う側のコントロールとしてはマスク着用が挙

げられる。現状認識の整理と適切な対策で感染

予防の徹底が望まれる。

２）新型コロナウイルスワクチンの真実

石井直人先生：東北大学大学院医学研究科

免疫学分野教授

新型コロナウイルスワクチンが我々の体内で

効果をもたらすメカニズムは２種類ある。その

理解のために，新型コロナウイルスの感染から

発症までの過程を簡単に説明した。コロナウイ

ルスは，まずその表面に発現しているスパイク

タンパク質が，ヒト細胞表面にあるACE２受容

体に結合し細胞内に取り込まれることで感染が

成立する。そこで，ウイルスのタンパク質に抗

体を結合させることで細胞表面の受容体に結合

させないようにしよう，というのがワクチンが

効果を示すメカニズムの１つである。一方で，

第57回宮城県公衆衛生学会学術総会

中 澤 典 子＊，衣 川 安 奈＊

＊宮城県公衆衛生学会事務局
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感染が成立してしまった場合，次に重症化を予

防する効果を示すのが細胞免疫である。細胞免

疫によって，ウイルスに感染してしまった細胞

を見つけ出し，細胞ごとまとめて排除すること

で，新たなウイルスの産生と拡散を防ぎ，周囲

の細胞へと感染が拡大していくことを防止して

いる。これがワクチンによって得られる効果の

２つ目のポイントだ。

現在日本で主に使用されているmRNAワク

チンでは，Ｂ細胞に抗体を作らせるだけでな

く，細胞免疫を担うＴ細胞を強く誘導すること

ができる。Ｔ細胞はウイルスの変異の影響をほ

とんど受けず，Ｔ細胞による免疫は感染した細

胞を体内から排除する役割を果たすため，重

症化の防止に非常に重要である。加えて，

mRNAに対して体内には多くの分解酵素が存

在しており，少なくとも10日以内に体内で分

解・排除されるため，長期的な影響をもたらす

ことはないと考えられる。また，繰り返し接種

することで抗体に遺伝子変異が入り抗体の抗原

に対する親和性が非常に高くなってくることも

知られている。

mRNAワクチン接種後の経時的な抗体価の

減少によって感染自体を防ぐことは困難かもし

れないが，Ｔ細胞免疫による重症化の防止が出

来れば，新型コロナウイルス感染症がいわゆ

る”かぜ”になる日が訪れるかもしれない。今

後，追加接種の必要回数・時期について新たな

研究が期待されている。

〇指定演題 Twitterにおける新型コロナワク

チンに関するデマについて

福家良太先生：IMS明理会仙台総合病院感染

症専門医

Twitter上でワクチンデマをツイートするア

カウントは主に６種類ある。茨接種に迷ってお

り，情報の真偽判断がつかないもの，芋もとも

と反ワクチンのもの，鰯政治的理由によるも

の，允イベルメクチン投与を強硬に主張するも

の，印「コロナは風邪」と主張するもの，咽「コ

ロナは存在しない」と主張するものに分けられ

る。報道各社の世論調査によると，ワクチン接

種を受けないと答えた者は10％未満であり，こ

の中でもTwitterに意図的にデマをつぶやく者

は一部である。あるアンケート調査によると，

若い世代の方が接種しないと答えるものが多

く，Twitter利用者もこの世代に多い。別のア

ンケート調査によると，コロナに関する情報の

入手経路がSNS・ブログと回答した者がマスメ

ディア・その他と比較し，接種を希望しないと

回答する者が多かった。SNS・ブログは入手速

度が速いが，正確な情報を入手出来ている者が

少ないことが予想される。コロナに関連する陰

謀論を信じる人の特性として，低年齢，低学歴，

低所得，人口密度の低い地域が報告されてい

る。また，陰謀論を信じていることは，科学に

対する不信感や公衆衛生対策を遵守したくない

ことを予測するという報告がある。陰謀論者に

正確な情報を伝える手段はないと結論付けられ

ており，陰謀論者より，ワクチン接種に迷って

いる方たちに正しい情報を伝えるべきである。

また，デマツイートの拡散に対して，訂正情報

の拡散スピードを高めることが重要である。

全講演後，聴講者からの質問について司会の

小坂先生，目時先生を含む５名の先生方による

回答・議論が行われた。講演後の聴講者アン

ケートによると，講演内容が具体的でわかりや

すく，多角的に学ぶことが出来たなど，大変満

足度の高い講演であったと好評だった。コロナ

関係の情報提供・本講演の続編を望む声が多く

寄せられた。
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１．はじめに

丸森町（以下，本町）では，令和元年10月12

日に襲来した令和元年東日本台風により，降り

始めからの総雨量が600㎜を超える記録的な大

雨となり，土砂災害や河川の決壊による浸水被

害が発生し，町政史上最悪ともいうべき甚大な

被害を受けました。

発災から２年が経過しましたが，被災された

住民の皆様が１日も早く日常生活を取り戻すこ

とができるよう，官民一丸となって復旧・復興

に取り組んでいるところです。

ここでは，東日本台風災害時の保健活動を振

り返り，感じたことや課題等について報告しま

す。

２．丸森町の概況

本町は，仙台市から50㎞弱，宮城県の南端，

福島県との県境に位置しています。町の北部を

東北第二の大河である阿武隈川が貫流し，その

流域と支流河川の流域一帯が平坦地を形成して

いる一方，その周囲を阿武隈高地に囲まれた盆

地状の町です。町の総面積は273.30挨で，山林

が７割を占める自然豊かな農村地帯であり，少

子高齢化等による人口減少が進んでいます。

（発災当時）

人口：13,405人，高齢化率：40.81％，

世帯数：5,098戸

（令和３年３月末）

人口：12,786人，高齢化率：42.51％，

世帯数：4,998戸

３．主な被害の状況（令和３年７月末現在）

人的被害：死者11名（うち災害関連死１名），

行方不明者１名

住家被害：1,067棟（全壊101棟，大規模半壊205

棟，半壊514棟，準半壊11棟，一部損

壊236棟）

施設被害：道路：341か所，河川：338か所

保健センターと町内唯一の病院であ

る国保丸森病院は床上浸水により機

能停止。役場庁舎周辺が冠水し，10

月14日まで職員は外に出られない状

況。

４．組織体制（保健福祉課）

災害発生時の保健師・栄養士の配置状況

保健師９名（育休中１名含む），栄養士３名

※国保丸森病院地域連携班にも保健師１名配置

令和元年東日本台風災害への対応～丸森町の活動報告

佐 藤 秀 子＊

＊丸森町保健福祉課

災害発生時の保健師・栄養士の配置状況

役場庁舎周辺
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５．主な保健活動

茨 フェーズ１（災害発生から３日間）

本町では，災害発生に備え早めに職員を待機

させる体制をとるため，10月12日14時に２号配

備が発令され全職員が出勤となりました。

保健師は人数も限られているため，役場に待

機し，巡回又は必要時避難所に出向く体制を

とっており，その準備をしていました。

夕方から雨が一層激しくなり，役場にも住民

が続々とずぶ濡れになって避難して来たため，

役場内でかき集めた衣類の提供，暖房の確保，

要配慮者別の避難スペースの確保や見守り，体

調不良者等個別ケースの対応，内服薬の確認や

処方の依頼，応急手当，食事の提供等の対応を

行いました。

保健師・栄養士は当初打合せをしながら動い

ていましたが，間もなくそれも困難になり，お

互いの動きが見えなくなりました。また，やる

べきことが明確になっていなかったため，各自

がその場その場で出てきた問題に対処すること

になりました。

さらに，DMAT等続々と入ってくる保健・

医療関係の支援団体の窓口として対応すること

になりましたが，それぞれの役割や関係性等を

理解していなかったため困惑していました。

芋 フェーズ２（発災４日～２週間）

仙南保健所と相談し，県外保健師チームと災

害支援ナースの派遣を依頼することにしました

が，当初は誰に何を何時まで依頼すればよいの

か見当がつかず，また，依頼の方法もわからず

戸惑いました。

避難所の健康管理は支援チームに依頼し，町

保健師は，役場を訪れる被災者の相談対応，電

話等での妊婦・乳児・避難行動要支援者等の安

否確認，支援チームや災害ボランティアセン

ターから報告された気になるケースへの対応等

を行いました。また，仙南保健所の協力を得て

在宅被災者の健康調査を実施することにしまし

たが，町の被害の全容が把握できていなかった

ため，８地区の住民自治組織を回り対象となる

行政区の情報を収集しました。

さらに，避難所での要配慮者への対応が課題

となったことから，避難所運営統括とともに休

止中の国保丸森病院に相談した結果，臨時の福

祉避難所として要配慮者を受入れ，看護師によ

る入浴介助等を行うことができました。

鰯 フェーズ３（２週間～２カ月 12月末避

難所閉鎖まで）

避難所では，感染症発生時の対応が課題と

なっており，感染症が発生した場合の対応につ

いて避難所運営職員との打ち合わせを行い，体

調不良者の居室の確保や感染予防に関する周知

を図りました。その際「医療チーム等の対応に

時間がとられて困るので活動をコントロールし

て欲しい」「衛生管理など要求されるレベルが

高すぎる」「町保健師でないと相談しにくい」と

いった声が出されました。

また，10月末の臨時福祉避難所開設に関する

マスコミ取材が殺到し，多くの時間が取られま

した。

11月末で県公衆衛生活動チームや県内外の保

健師チーム，災害支援ナースの派遣が終了し，

12月からはＡ市から２名の保健師を週替わりで

派遣していただき，避難所の健康管理と在宅の

要支援者の訪問を行いました。Ａ市保健師チー

ムは知らない土地にもかかわらず的確に活動さ

れるとともに，私達にも労いの言葉をかけてい

ただき心にしみました。

また，支援チーム撤退後は夜間の対応におけ

る避難所運営職員の不安が大きくなったため，

しばらくの間町保健師が夜間巡回を実施するこ

とになりました。

庁舎内の業務分担も防災計画どおりにいか

ず，保健福祉課は本来の業務に加え，プレハブ

仮設住宅建設や避難所運営，支援物資の受入・

配給等の業務も加わり多忙を極めていました。

保健師・栄養士も，課の業務に従事する時間も

多く，専門性を活かした活動ができないジレン

マを感じていました。

允 フェーズ４（２か月以降 令和２年１月

以降）

引き続きＡ市や仙南保健所の協力を得なが

ら，要支援者への訪問等を行うとともに，地域

支えあいセンターから気になるケースとして報

告された方の相談や訪問を行いました。関係者

と連携して活動するにあたり，お互いの役割等

を確認していくことが大事だと感じるととも

に，個別ケースの検討を重ねる中で，ケースの

見方や対応を統一していくことができました。
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６．健康調査の結果から保健活動へ

被災者の体調や生活状況をスクリーニング

し，要支援者への必要な支援や問題点を把握し

て保健福祉活動につなぐことを目的に，健康調

査を実施しました。（別添参照）

調査にあたっては，仙南保健所をはじめ県内

外の保健師，みやぎ心のケアセンター，東北大

学，地域支えあいセンター等の多大なる協力を

いただきました。いずれの健康調査において

も，メンタル面での問題を抱える方が多く，訪

問や電話で確認し必要な方には継続した支援を

行いました。

また，コロナ禍の影響もあり，身体活動や交

流機会の減少，低栄養等が懸念されたことか

ら，栄養教室・運動教室・こころの健康に関す

る健康教育や講演会を実施しました。

現在も引き続き，要フォロー者の台帳を作成

し，通常業務の中で要支援者の継続的なフォ

ローや健康教育を行っています。

７．今思うこと

茨 支援を受けて

本町では，これまで幸いにも今回のような大

規模な災害がなかったため，このような多くの

支援を受ける機会がありませんでした。そのた

め，どのように支援を受けるべきか等について

考えたこともなく，非常に混乱しました。今

後，保健師だけでなく，町全体として支援を受

ける体制を整備しておくことが必要だと感じて

います。

また，支援を受ける側として，町保健師と支

援者の役割分担を明確にし，受援の人数や期間

を予測すること，状況を見ながら必要性を判断

し調整していくことが大事だと感じています。

芋 顔の見える関係

本町では，保健師は地区担当制と業務担当制

を併用しており，町民の方々から「おらほの保

健師さん」と頼りにされる保健師を目指し活動

してきていました。今回支援いただいた保健師

から「住民の受入れが良くて入りやすかった」

「地区組織や住民の力がある」「町の保健師が

住民のことをよく把握している」との評価をい

ただきました。住民の気質だけでなく，これま

で住民と顔の見える関係を築いてきた保健師活

動の成果だとうれしく思いました。住民からは

「町の保健師さん元気ですか」と，私達を心配

してくれる声も聞かれました。

また，民生委員や行政区長，健康づくりに関

する地区組織とも連携を取りながら活動してき

ましたが，今回の災害においても，避難の呼び

かけや被災状況の把握，見守り，炊き出し等の

多くの場面で活躍していただきました。地域住

民と連携した私達の地道な保健活動が非常時に

も活かされた場面であり，日常の保健活動がい

かに大切かを再認識しました。

鰯 振返りをしてみて

仙南保健所に，令和２年９月から災害時の保

健活動を振り返る機会を作っていただきまし

た。災害時の混乱で記録もなく，記憶も混乱し

ている状況でしたが，保健師・栄養士みんなで

当時どんな動きをしてどう感じていたか，今後

の活動について必要と思うこと等を話し合いま

別添 被災者の健康調査結果

令和２年10月～11月令和２年１～２月令和元年11月１日～11月７日調査時期

罹災証明（住家）が発行された世帯
の１歳以上の者
1,085世帯 2,832人

仮設住宅入居者（16歳以上）
265世帯 544人

在宅被災者
浸水・土砂災害地域の2,203世帯
5,645人

調査対象

郵送によるアンケート調査郵送によるアンケート調査訪問による聞き取り調査調査方法

回答世帯
970世帯（回収率89.4％）
回答者
2,382人（回収率84.1％）
大 人 2,168人
子ども（１歳～中学生）214人

要支援対象者 455人（16.1％）

回答世帯
195世帯（回収率76.2％）
回答者
412人（回収率75.7％）
要支援対象者
135人（24.8％）

訪問世帯
2,078世帯
（うち情報提供のみ760世帯）

要支援対象者
188人（3.3％）

調査結果



－13－

公衆衛生情報みやぎ№523

した。被災当初は無我夢中でしたが，このよう

な機会があったことで，自分達の活動を振り返

り，思いを吐き出すことができ，心が少し救わ

れたように感じました。また，体験していない

保健師も災害時のイメージを持つことができ，

今後につながる活動だったと思います。保健所

の支援終了後も，次の災害に備え，保健師等が

フェーズ毎にどのような動きをしたら良いか確

認できるものを作成したいと思い，まとめを

行っています。

允 今後に向けて

本町では，震災を契機に，災害に備え保健活

動に必要な物品や帳票等を準備しましたが，そ

の後定期的な見直し等は行っていませんでし

た。

災害時に組織的に動くためには，事前に，各

班や統括的立場の保健師としてやるべきことを

明文化しておくとともに，情報共有の仕方も決

めておくことが大事だと思いました。保健活動

の振り返りを基に，今後，町の災害時保健活動

や受援のマニュアル等を作成するとともに，そ

れを基に，毎年１回は全員で動きを確認し災害

に備えていきたいと思います。また，保健師・

栄養士が専門性を活かした活動ができるように

町職員の理解を得て，連携を図っていきたいと

思います。

今後災害が発生した際には，自分達が支援す

る側として役立つことができるように，今回の

経験をまとめ活かしていきたいと思います。

さらに，災害時に高齢者や障害者等が安心し

て速やかに避難できるように，総務課や町内の

事業所等と協議を進め，福祉避難所の拡充等要

配慮者への支援体制を充実させていきたいとも

考えています。

８．おわりに

毎年のように各地で大きな災害が発生してい

ます。災害は来るものという危機感を持ち備え

ることが必要だと痛感しています。

災害時に住民の命と生活を守るため，今回の

経験を無駄にすることがないよう，できること

から取り組んでいきたいと思います。

最後になりますが，各自治体や関係団体・ボ

ランティアの皆様から多大なるご支援をいただ

いたことに対し，心から感謝申し上げます。
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宮城県感染症発生動向調査情報

（令和３年10月４日～令和３年10月31日，第40週～第43週）

宮城県結核・感染症情報センター＊

宮城県結核・感染症情報センターでは，「感染症法」に基づき，県内の医療機関の協力を得て，感
染症の患者発生報告と病原体の検出報告を行っています。ここでは月間の動向を提供します。
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感染症情報

２．定点把握疾患報告状況

【水痘】
登米管内で第41週から第43週まで流行が継続し
ました。

【手足口病】
気仙沼管内で第40週から第41週まで流行が継続

しました。

３．病原体検出状況（保健環境センター検出分）

2021年累計月検出件数＊病 原 体

0A（H１）型

インフルエンザ
ウイルス

0AH1pdm09
2A（H３）型
0B型
26パラインフルエンザウイルス３型
0エンテロウイルス
4コクサッキーウイルス
0エコーウイルス
0アデノウイルス
7ヒトパレコウイルス
0風しんウイルス
0麻しんウイルス
0ヒトパルボウイルスB19
3GⅠ群

ノロウイルス 52GⅡ群
0GⅠ群及びGⅡ群
0ロタウイルス
0サポウイルス
0アストロウイルス
7ライノウイルス
0Ａ型肝炎ウイルス
2Ｅ型肝炎ウイルス
23RSウイルス
8522SARS-CoV-2
2O157

腸管出血性
大腸菌

15O26
0その他
0腸管毒素原性大腸菌
0腸管侵入性大腸菌
0腸管病原性大腸菌
0腸管凝集付着性大腸菌
0他の下痢原性大腸菌
0サルモネラ
0C.jejuniカンピロ

バクター 0C.coli
0黄色ブドウ球菌（毒素産生性）
0Yersiniaenterocolitica
0Ａ群溶血性レンサ球菌
0Legionellapneumophila

＊10月４日～10月31日の検出日で集計

４．トピック

宮城県は，県内の新型コロナウイルスの感染状況
が低い水準で推移していることから，「リバウンド
防止徹底期間」を10月31日をもって終了としまし
た。感染対策に関する規制は一部解除されますが，
引き続き，基本的な感染対策を徹底してください。
また，これからのシーズンはインフルエンザなどの
呼吸器感染症や感染性胃腸炎などの流行する時期と
なります。いずれも強い感染力を持つ感染症ですの
で，手洗いや咳エチケットを心掛けるなど予防に努
めるとともに，患者発生の動向に注視してください。

＊宮城県保健環境センター微生物部
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/hokans/kansen-center.html

四類感染症
2021年累計10月４日～10月31日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
50Ｅ型肝炎
00Ａ型肝炎
00エキノコックス症
00コクシジオイデス症
10つつが虫病
00デング熱
00日本紅斑熱
00ブルセラ症
00ボツリヌス症
00ライム病
55945レジオネラ症
00レプトスピラ症

五類感染症
2021年累計10月４日～10月31日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
811アメーバ赤痢
20ウイルス性肝炎
3511カルバペネム耐性腸内細菌感染症
00急性脳炎
00クリプトスポリジウム症
30クロイツフェルト・ヤコブ病
1111劇症型溶血性レンサ球菌感染症
90後天性免疫不全症候群
00ジアルジア症
30侵襲性インフルエンザ菌感染症
00侵襲性髄膜炎菌感染症
1522侵襲性肺炎球菌感染症
511水痘（入院例）
8855梅毒
10播種性クリプトコックス症
20破傷風
00バンコマイシン耐性腸球菌感染症
20百日咳
00風しん
00麻しん
00薬剤耐性アシネトバクター感染症

新型インフルエンザ等感染症
2021年累計10月４日～10月31日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
※352213新型コロナウイルス感染症

※ 新型コロナウイルス感染症に係る届出状況については，集計システ
ムへの反映に時間を要するケースがあり，宮城県及び仙台市の患者
数に関する公表資料と差が生じております。公表資料は，次のURL
の宮城県ホームページからご覧願います。
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/02.html

１．全数届出対象疾患届出状況
一類感染症

2021年累計10月４日～10月31日期間・地域
疾患名 県全域県全域仙台市宮城県

届 出 な し

三類感染症
2021年累計10月４日～10月31日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
00コレラ
10細菌性赤痢
64523腸管出血性大腸菌感染症
00腸チフス
00パラチフス

二類感染症
2021年累計10月４日～10月31日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
18719109結核
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仙台市感染症発生動向調査情報

＜令和３年10月４日～令和３年10月31日＞

仙台市衛生研究所微生物課

集計（感染症法＊に基づく全数報告件数）

・結核
肺結核：４例
無症状病原体保有者：３例
その他の結核：３例

・腸管出血性大腸菌感染症
Ｏ型不明VT1：２例

・レジオネラ症
肺炎型：４例

・アメーバ赤痢
腸管アメーバ症：１例

・劇症型溶血性レンサ球菌
感染症
Ｂ群：１例

・梅毒
早期顕症Ⅰ期：１例
早期顕症Ⅱ期：１例
無症候：３例

集計（患者数＊）

第40～43週
合計

第43週第42週第41週第40週
週報定点把握対象
感染症名

80017RSウイルス感染症

92412咽頭結膜熱

2414163
Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

4171259211486感染性胃腸炎（小児科）

73022水痘

8911223422手足口病

10100伝染性紅斑

48916149突発性発しん

771526297ヘルパンギーナ

50221流行性耳下腺炎

00000インフルエンザ

00000急性出血性結膜炎

31110流行性角結膜炎

00000
感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

00000
クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

00000細菌性髄膜炎

00000マイコプラズマ肺炎

00000無菌性髄膜炎

10100
マイコプラズマ肺炎
（小児科）

21001川崎病

135332不明発しん症

＊感染症発生動向調査における患者定点医療機関から報告された患者数

コメント

［Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎］
第43週に増加。

［感染性胃腸炎（小児科）］
増減はあるものの増加傾向。
例年同時期と比較して，わず
かに多い。
保育施設等から集団感染事例
の報告３件あり。

［手足口病］
第37週以降少しずつ増加して
いたが，第41週から減少傾
向。

［突発性発しん］
第42週まで増加していたが，
第43週に減少。

［ヘルパンギーナ］
第41週に増加したが，その後
減少傾向。

第40～43週
合計

第43週第42週第41週第40週疾患名

102125結核

20110腸管出血性大腸菌感染症

43010レジオネラ症

10001アメーバ赤痢

10001劇症型溶血性レンサ球菌感染症

21010侵襲性肺炎球菌感染症

51121梅毒

00000風しん

00000麻しん

227276新型コロナウイルス感染症※

＊感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
※2020年第36週より新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-
SYS）へ移行し集計方法が異なるため，仙台市の公表資料とは一致しておりません。
最新の公表資料は，下記のURLより仙台市ホームページをご覧ください。
HP：http://www.city.sendai.jp/kikikanri/kinkyu/corona2020/index.html
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仙台市内病院病原体検出情報

＜2021年10月４日～2021年10月31日＞

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
臨床研究部ウイルスセンター

ウイルス分離状況

第43週（中間）第42週（中間）第41週（中間）第40週（最終）2021年

10月25日～10月31日10月18日～10月24日10月11日～10月17日10月４日～10月10日

0000インフルエンザウイルスA（H１）型pdm09

0000A（H３）型

0000B型（山 形 系 統）

0000B型（ビクトリア系統）

0000C型

0000解析中

0001RSウイルス

0000ヒトメタニューモウイルス

0000ムンプスウイルス

0000アデノウイルス

0000エンテロウイルス

2001ライノウイルス

0010単純ヘルペスウイルス

0001サイトメガロウイルス

0000パラインフルエンザウイルス １型

0000２型

0011３型

0000４型

0000解析中

0000未 同 定

2/180/372/304/37分離総数／検体総数

抗原検出状況

第43週第42週第41週第40週2021年

10月25日～10月31日10月18日～10月24日10月11日～10月17日10月４日～10月10日

0000インフルエンザウイルス

0000A型

0000B型

0000RSウイルス

0000ヒトメタニューモウイルス

0000新型コロナウイルス

0000アデノ（呼吸器）

0000※溶連菌

0000アデノ（眼科）

0000アデノ（便中）

0001ノロウイルス

0000ロタウイルス

0000単純ヘルペス

0000水痘帯状疱疹

0/940/900/971/94陽性数／検体総数

※院内から提出される検体につきまして，同一患者から複数の検体が提出される場合がありますので，分離数と実質患者数
が異なる場合，「分離数（実質患者数）」の順に記載しています。
なお，これらの成績は主に以下の医療機関から定期的に送られてくる検体を解析したものです。
＊永井小児科医院，庄司内科小児科医院，仙台医療センター

コメント：①第14週より，「新型コロナウイルス」の抗原迅速検出キットをスクリーニング検査として使用開始いたしました。
実施数および陽性数について「抗原検出状況」に項目を追加しましたのでご確認ください。
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保健所・犬猫・雑感
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保健所からの便り 宮城県

最近，犬や猫のキャラクターや写真等が様々

なものや場所等に溢れています。東京では新宿

の街頭ビジョンに体長10メートルを超える巨大

三毛猫の３Ｄ映像広告が登場し，新名所となっ

ているとも。犬や猫に関する話題にも関心が高

いようで，新聞等で頻繁に目に留まります。

一般社団法人日本ペットフード協会の調査に

よれば，2020年（令和２年）には今まで犬や猫

のどちらかを飼育していた人は減少し，新しく

犬や猫を飼い始めた人は増加したそうです。ま

た，2017年（平成29年）以降は犬より猫を飼う

人が上回り，2020年（令和２年）には犬より猫

が100万匹以上多く飼われていると推測されて

います。

新型コロナウイルスの影響で巣ごもり生活が

広がり，不安感からかペット需要が高まったと

も言われ，ペット市場も拡大傾向だそうです。

犬や猫等のペットを愛情の対象とし，癒やしを

求める傾向が強くなっているのでしょう。

今回は，保健所と福祉事務所の両方の業務を

行う当所で，その多岐にわたる業務の中から，

環境衛生分野のうち獣疫衛生業務の一部につい

てご紹介します。

岩沼支所には「どうぶつ愛護館」と呼んでい

る犬猫の収容施設があります。愛護館では，放

浪していて捕獲された犬ややむを得ない事情に

より飼い主が飼えなくなり引き取られた犬猫，

負傷して保護された猫，遺棄された子猫等を収

容し保護しています。これらの犬猫が収容され

ると，保健所では一定期間，公示やホームペー

ジ上で保護情報を提供し，発見場所周辺での広

報パトロールを行うなどして飼い主を探しま

す。飼い主のもとに帰ることができた犬猫もい

ますが，お迎えがなかった犬猫については，そ

の健康状態や人との生活への適応性を見極めな

がら，新しい飼い主を探します。幼齢の猫は，

愛護館で育てられながら，新しい飼い主や動物

愛護団体に譲渡されていきますが，保護当初か

ら感染症や怪我等で健康状態が思わしくなく，

亡くなってしまうことも少なくありません。

令和２年度にどうぶつ愛護館に収容した犬は

30頭で，20頭は飼い主に返還され，６頭は新し

い飼い主に譲渡されました。３頭は子犬で動物

愛護センターにて新しい飼い主に譲渡されまし

た。１頭は年度をまたいで令和３年度になって

から，愛護団体に譲渡されました。猫は75頭収

容し，４頭は飼い主に返還され，53頭は新しい

飼い主や愛護団体に譲渡されました。目の開か

ないうちに遺棄され収容された幼齢子猫や負傷

等により収容された猫など14頭は収容中に死亡

し，負傷等の程度がひどくて動物愛護センター

に治療のため搬送された猫も４頭いました。

犬や猫に関する心暖まる話題やニュース等は

大歓迎ですが，保健所には犬猫に関する相談や

苦情も後を絶たちません。令和２年度に寄せら

れた犬に関する相談・苦情は86件，猫に関する

相談・苦情は257件ありました。飼い方の相談

の他に，犬では鳴き声や糞尿苦情，猫では餌付

けに関することや産まれた子猫の引取等の苦情

が大変多くなっています。飼い主の方々は，犬

猫を飼うにあたって社会的モラルが問われると

いう自覚が必要です。保健所では飼い主の方々

に対し，犬猫との生活を望まない人もいること

を念頭に置いてもらいながら，責任と愛情を

持って飼育して頂くようお伝えしています。

さて，余談ですが，今年６月に米国バイデン

大統領の愛犬が亡くなり，夫妻の悲しみが世界

中に伝えられました。大統領夫妻には亡くなっ

た犬の他にも保護施設から引き取ったジャーマ

ンシェパードがいて，この犬はホワイトハウス

で暮らすことになった初めての保護犬だという

ことで話題となりました。何度か職員に噛みつ

いたりしてニュースになっていますが，何かと

話題となる人気者のようです。これから犬や猫

と一緒に暮らそうと考えていらっしゃる方は，

保健所や愛護センター等の保護施設から迎える

ということも選択肢のひとつとして考慮頂けれ

ば幸いです。

（文責：宮城県仙台保健福祉事務所

（塩釜保健所）岩沼支所 建入ゆかり）
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【窓口の役割等について】

仙台市では，市民が安心して医療を受けるこ

とができるように，医療に関する不安や心配な

事についての相談，お近くの医療機関の紹介な

どを行う「医療相談窓口」を健康安全課内に設

置しています。

中立的な立場から相談等に対応し，患者と医

療従事者が相互に理解し合い良好なコミュニ

ケーションの下に適切な医療が提供されるよ

う，また，医療安全の推進のために，医療機関，

患者・市民に対して，助言及び情報提供等を

行っています。

専任相談員（看護師）１名及び庶務係４名で

電話，Ｅメール及び面談で対応にあたってお

り，令和２年度の相談件数は総数989件で，前年

度と比較し，89件の増加となりました。

内容について「相談」と「苦情」に大別し分

類すると，「相談」は761件と全体の77％を占め，

「苦情」は228件と全体の23％でした。

「相談」の内容についてみますと，「治療中の

病気のことを教えて欲しい。」，「入院期間につ

いてどの位になるのか。」など，本来，医療機関

において医師等の医療従事者に確認すべき質問

が寄せられることも多くありました。相談を進

めると，医師等の説明が断片的であったり，内

容が難しく，患者側の理解が深まっていないな

ど，いわゆる，インフォームド・コンセントが

不十分である様子が伺えたことから，疑問点は

メモ等にまとめ，次回受診時に手渡す等のアド

バイスを行いました。

また，「苦情」として受け付けた内容のうち半

数以上が「診療を拒否された。」，「話を聞いて

もらえなかった。」などコミュニケーションに

関することでした。コロナ禍における診療上の

制限や医療従事者の業務増等が背景にあるもの

と考えられましたが，このような時にこそ，医

療従事者の方々には，患者さんの気持ちに寄り

添い，丁寧な説明を行っていただくことが大切

であると思います。いくつかの事例について

は，該当医療機関に対し，情報提供を行いまし

た。

【かかりつけ医を持つ】

現在，「かかりつけ医・歯科医」や「かかり

つけ薬剤師」を持つことが推奨されています。

かかりつけ医・歯科医・薬剤師は，一時的な治

療や調剤を行うだけではなく，日頃の体調など

の健康相談等を通して相互のコミュニケーショ

ンが深まることも期待されます。また，高度な

医療が必要と判断された場合や処方薬について

気になることがあれば，医療機関の紹介や必要

な情報提供をスムーズに行っていただける等の

メリットがあります。

当相談窓口では，今後とも患者と医療従事者

とのコミュニケーションの問題やかかりつけ医

等を持つことの重要性を訴えつつ，医療機関，

相談者ともに納得いただけるよう適切な対応に

努めたいと考えています。

（文責：仙台市健康福祉局保健所健康安全課

庶務係 萩原 邦雄）

仙台市医療相談窓口について
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保健所からの便り 仙台市

「医療相談窓口リーフレット」
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令和３年度 一般財団法人宮城県公衆衛生協会研修会

１．テーマ：「withコロナ時代の健康づくり」
２．日 時：令和３年12月13日（月）13：30～16：45

３．会 場：オンライン（Zoomにて開催）

４．目 的：新型コロナウイルス感染症の流行が続き，様々な保健事業にも大きな影響がでていま

す。高齢者における外出の機会の減少によるフレイルのリスク増大，特定健診・特定保

健指導への影響も懸念されています。さらに，メンタルに不調を抱えている方の増大な

ども指摘されていますが，オンラインなどの進展により，その把握にも困難があります。

そういった中で，運動，栄養，メンタルケアの観点から，この分野の専門家から話を伺

い，コロナ禍における高齢者の介護予防と保健事業の一体化の中で今後のあり方を考え

ていきます。

５．内 容：

６．参加対象：宮城県内の公衆衛生関係者及びテーマに関心のある県民の方

７．参 加 費：無 料

８．申込方法：申込書は当協会ホームページ（https://www.eiseikyokai.or.jp）公衆衛生情報みやぎ

からダウンロードできます。又，本研修会はオンライン開催のため，Emailのみの申

し込みとなりますのでご注意願います。

９．定 員：400名（定員になり次第締め切ります。当協会ホームページでお知らせいたします。）

10．申込締切日：令和３年12月３日（金）

11．参加方法：Email申し込み後，参加者登録用URLを申込締切日以降にお送りいたします。

URLをクリックし，氏名およびメールアドレスを事前登録願います。

後に登録いただいたメールアド

レスに開催URLをお送りいたし

ますので，指定の日時にクリック

してご参加ください。

12．主 催：一般財団法人宮城県公衆衛生協会

13．共 催：宮城県公衆衛生学会

14．後 援：宮城県，仙台市

お問い合わせ

〒981-3111仙台市泉区松森字堤下７番地の１

一般財団法人宮城県公衆衛生協会

TEL：022-771-4722 FAX：022-776-8835

E-mail：jouhou@eiseikyokai.or.jp

担当：総務部 伊藤

研修テーマ『withコロナ時代の健康づくり』

総合司会 一郎教授 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野

◇講 演 Ⅰ 『人を繋ぐ オンラインエクササイズ 』

永富 良一教授 東北大学大学院医工学研究科長

医工学研究科健康維持増進医工学分野

医学系研究科運動学分野

◇講 演 Ⅱ 『100歳まで美味しく食べる』

田中 和美教授 公立大学法人神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部

栄養学科保健福祉学研究科

◇講 演 Ⅲ 『コロナ禍のメンタルヘルス』

福地 成病院准教授 東北医科薬科大学医学部精神科学教室

宮城県精神保健福祉協会みやぎ心のケアセンター長

◇全体討論 司会 一郎教授 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野
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協会だより
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師走を迎え，一年を振り返ると今年もコロナ

中心の年となりました。

コロナ禍が続き，行動規制等でストレスを溜

め込んだ人も多かったのではないでしょうか。

ある企業が調査したところ，以前のようにスト

レスの解消ができないと実感されている方が多

数おられ，ストレスを解消しようという行動が

逆にストレスになる悪循環に陥った方も多かっ

たようです。私も日頃からストレス緩和のため

に，まずは十分な休息が取るよう心がけたいと

思います。

今年も最後になりますが，公衆衛生情報みや

ぎをご愛読いただき，ありがとうございまし

た。来年も引き続きよろしくお願い申し上げま

す。

今後も読者の皆様からのご意見・情報をお待

ちしております。

（事務局：jouhou@eiseikyokai.or.jp）

あ と が き




